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琉球列島に属する東国島で観察された鳥類を,1998年以来筆者らが行ってきた現地調査を基に,他の観察例を加えて

まとめた｡その結果,170種が確認された｡これを生息状況で見ると,留鳥が22種 (13%),夏鳥が7種 (4%).冬鳥･旅

烏が141種 (83%)で,冬鳥･旅烏が圧倒的に多かった｡これから,｢粟国島の鳥類目録｣を作成した｡
また,粟国島における野鳥の方言名の収集を行ったところ,スズメやヒヨドリなどの21種の方言名を収集できたD

アジア大陸からの渡り鳥の通過点である本島は,バード･ウオッチャーたちに魅力ある観察場所を提供するが,さらに

この島の特徴的な地形や植物相とともに,エコツーリズムのための資源を提供するほか,環境教育の場としても利用で

きるであろう｡

キーワード:鳥類相,粟国島,方言名,エコツーリズム,環境教育

Birdspec]esinAgun)Island,theRyukyuIslands,observedbyauthorssince1998andbyotherpersonstotaled

170species.Theseareclassifiedintothefollowings:i.e.,theresidentsare22species(13%),summervisitors7species

(4%)andpassingbirdsandwintervisitors141species(83%)AThesewerelistedasatable,"BirdListsObservedin

AgunilslandsH.

WealsotriedtocollecHhedlalectsofthenameofbirdspeciesfromsomeresidents,obtainingthenameof21

speCleSSuchasthesparrowandbulbuL

Weproposedanideathattheycanprovidethisislandlobirdwatchersasaninterestlngandattractivesiteto

observethepasslngbirdsandwintervisitorsfromtheAsiancontinent･Birdfauna,togetherwiththespecialland

fea(uresandflorainthisisland,winalsoprovidetheresourcesofaneco-tourismandthetrainingfieldsfornature

educations.

Keywords:Birdfauna,AguniIslands,Dialectnameofbirds,Ecoto血sm,Na山reeducation

はじめに

鳥類は生態系の中で上位に位置する生物であり,｢環
境指標生物｣としての鳥類の生息現状を把握すること

は,島の自然環境の現状を理解する上でひとつのアプ

ローチとして有効であるものと思われる｡そうした観

点から,筆者らは粟国島において1998年2月から鳥類

調査を重点的かつ継続的に行い,その生息状況に関す

る観察記録等を集積してきた｡また,20003-2005年に

は,文部科学省の科学研究助成費 ｢近海離島｣の環境

研究班として鳥類調査を実施した｡さらに2008年 1月

も現地調査を実施した｡

粟国島の生物に関する調査報告は,植物では天野

(1981)によって外来種を含む127科458種に及ぶ植物目

録が作成されている｡動物では当山 (1980)の調査に

よって,lrQ虫類6種,両生類1種,鳥類11種,噛乳類

2種が報告されている｡また,宮城 (1997)は1997年

4月の調査で38種の鳥類を記録し,その保全と活用に

ついて指摘している｡しかしながら,その後鳥類の生

息に関するまとまった調査は行われていないのが現状

である｡
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*'沖縄大学法経学部 (現,沖縄大学地域研究所特別研究員)
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† 糸満市在住

‡ 沖縄野鳥研究会
103



｢地域研究｣5号 2009年3月 (二重 垂享〕

今回筆者らの独自の調査記録を基にして,これまで

に報告された文献資料や新聞資料等で散見できる観察

記録をできるだけ加えて,粟国島における鳥類相の解

明と鳥類目録の作成を試みた｡さらに,民俗的な関わ

りのある鳥類の方言名についても調査を行い,消えか

かっている動物方言名の採集も試み,人間との関わり

についてもいくぱくかの知見を得ることができたので

報告する｡

本報告が粟国島におけるこれまでの自然環境に関す

る様々な知見と合わせて,学校教育における理科教育

や環境学習,エコツーリズムやエコミュージアム等の

実施や展開における自然理解に関する資料のひとつと

して活用され,さらには島の環境保全を考えるきっか

けになれば幸いである｡

1.粟国島の自然環境

粟国島は沖縄島那覇市の西北約57kmの洋上に位置

し,面積7.9km2,周囲約12kmのほぼ三角形の島である

(図1)｡島の最高標高は,南西端にある ｢筆ん崎(別名,

真鼻毛<マナハモ->)｣(標高90m)で,そこから島

東部にかけて次第に低くなり,島東端のウ-グ浜は砂

丘を形成している (図2)｡

0 500 1,000m

図1 粟国島の地形図 (国土地理院発行数値地図を改変)

数字は主要な調査地を示す｡

1:大正池や字西の御願周辺,2:スガイ原土地改良区,

3:筆ん崎(真鼻毛),4:粟国港周辺, 5:ウ-グ浜

周辺, 6:粟国漁港周辺, 7:カナジキ原土地改良区｡

図2 束方向上空から望んだ東国島の景観

左手が筆ん崎方向｡

大城 (1980)によると,島の地質は粟国鳥火山岩類

と一括される石英安山岩,安山岩質溶岩と同質凝灰角

レキ岩,火山砕屑岩があり,これと不整合で覆う琉球

石灰岩で構成されている｡

こうした地形 ･地質は,南西端にある筆ん崎に代表

されるように,火山砕屑岩である白色凝灰岩で覆われ,

他の島に見られない特異な景観を有している｡

島の現状としては,島全体が農耕地等の拡大に伴い,

森林改変がすすんでいるためまとった森林は少なく,

沖縄県指定の天然記念物とされている ｢字西の御森の

植物群落｣と,ここに隣接する大正池周辺など信仰の

対象となる御森林が集落周辺にわずかに残存している｡

しかしながら,最近特に大正池周辺では公園整備がす

すみ,森林の改変が進行してきているため,景観が一

変している場所も見られる｡

2.調査方法

本調査は2005年10月に,鳥類調査を主体にして島全

域を対象に車上及び徒歩による踏査を実施した｡主な

調査地は,大正池や字西の御願周辺 (図1中の①),ス

ガイ原土地改良区 (②),筆ん崎 (真鼻毛)(③),粟国

港周辺 (④),ウ-グ浜周辺 (⑤),粟国漁港周辺 (㊨),

カナジキ原土地改良区 ((∋)などのほか,粟国空港周

辺,村営牧場周辺,製糖工場北側ため池などである｡

なお,調査資料の一部として,筆者らが過去に実施

した4回の現地調査 (1998年1月,1998年2月,1998
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年10月,2002年 1月)も補足資料として活用した｡さ

らに2008年2月の現地調査と,島を訪れる観察者から

の鳥類情報も可能な限り収集し,粟国島における鳥類

記録の集積に努めた｡

また,本調査では,現地調査の際,野鳥と人との関

わりについても調査を行い,特に民俗学的な側面から

方言名の聞き取り調査による採録も試みた｡こうした

方言名採録には,例えば,大正時代における琉球の鳥

類方言を報告した尚 (1918)により,日本では絶滅種

の ｢トキ｣が首里方言で識別されていることがあるよ

うに,過去に生息していた鳥類が方言として残ること

があり,潜在的な自然環境を理解する上で重要なこと

が兄いだせる場合がある｡本調査でも,かつての自然

環境とその変遷を知る上でも重要な情報を与えてくれ

ることを期待し,島出身者や島在住の年長者の方々か

ら,著者の一人である又吉と高原が聞き取り調査を実

施した｡

3.調査結果と考察

(1)粟国島で確認された鳥類

これまでに筆者らが観察した鳥類をまとめると,莱

国島では合計93種の鳥類が確認された｡この今回の観

察記録にこれまでに報告されている鳥類記録や島を訪

れた野鳥観察者等の観察記録を加味し,粟国島鳥類目

録の作成を試みた (付表)｡その結果,粟国島で記録の

ある鳥類は170種になるものと思われる｡

その生息状況は,図3に示したように,渡りをしな

い留鳥が22種 (亜種および外来種を含む),夏季に繁殖

のため飛来する夏鳥が7種,沖縄より南の越冬地に渡

粟国島の鳥類区分

留鳥,22,13%

夏鳥,7,4%

派.冬鳥 ■留鳥

図3 粟国島で確認された鳥類の生息状況

る途中,秋季に沖縄を通過する旅烏や沖縄で越冬する

冬鳥が141種である｡したがって,留鳥が少なく,夏

鳥 ･旅烏 ･冬鳥などの渡り鳥が全体の8割以上を占め

ていることになる｡

留鳥の生息状況としては,集落周辺ではスズメ,イ

ソヒヨドリ,リュウキュウツバメ,シロガシラが確認

され,農耕地のような開けた環境では,草原性のセッ

カやミフウズラの他,キジバ ト,ハシブトガラスが確

認できた｡農耕地に隣接して設置されたため池や水路

などではバン,カワセミ,リュウキュウヨシゴイなど

が確認された｡

なお,県内で留鳥とされるカルガモやタマシギ,ゴ

イサギ,ツミ,リュウキュウサンショウクイなども観察

されたが,粟国島で繁殖を行い,定着しているかどう

かは不明である｡したがって,留鳥とした一部の鳥類

については,今後,繁殖確認等の調査が必要であろう｡

森林地域ではメジロ,ヒヨドリ,ツミなどが確認さ

れたが,他の島に比較してメジロを見る機会が少ない

ように思われる｡また,森林地域に設置された池 (大

正池)ではカワセミ,リュウキュウヨシゴイも確認で

きた｡また,海岸や潮が引いた時にできる小干潟やリ

ーフには,クロサギやシロチ ドリ (写真 1)が生息し

ていた｡

集落周辺や農耕地などの環境では,県内の他に島と

大差ない鳥類の生息状況であったが,島には森林地域

がわずかに御森林などに残存しているだけであること

から,沖縄島の森林地域でふつうに生息するようなカ

ラ類やキツツキ類,ヒタキ類などを欠いていた｡

一般に,島の面積とそこに生息する留鳥数との間に

は有意な正の相関関係が認められることから (樋口,

1979),島面積の′J､さな粟国島の留鳥数はもともと少な

いものと考えられるが,島民が食資源として鳥類を利

用するために行ってきた狩猟や,薪を得るための森林

伐採､農耕地の拡大に伴う森林の減少のために,鳥類

の個体群は直接的あるいは間接的な影響をこうむり,

絶滅していった鳥類も多いものと考えられる｡

一方,渡り鳥の中には,沖縄県内でもごくまれに飛
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来する迷鳥や数少ない旅 ･冬鳥として,ブッポウソウ,

コクマルガラス (写真2),キクイタダキ,ムジセッカ

(写真3),ハイイロオウチュウ,カンムリオウチュウ,

キビタキ,キレンジャク,コマ ドリ, トビ,タゲリ

(写真4),ホシムクドリ,シベリアムクドリ (写真5),

ギンムクドリ (写真6),アサクラサンショウクイなど

が確認された｡これらの種は隣接する沖縄島でも観察

される機会が少なく,観察記録も断片的である｡した

がって,こうした希少な鳥類が観察される粟国島は,

写真 1.シロチドリ

写真3.ムジセッカ

写真5.シベリアムクドリ

渡り鳥が集中的に利用する島であるものと考えられる｡

このような状況は,例えば,石川県沖合の日本海中に

位置する舶倉島で,中国大陸や朝鮮半島から飛来する

迷鳥が数多く記録されている状況と酷似しているよう

に思われる｡したがって,今後,秋季から翌春季まで

の渡りの期間に飛来する渡り鳥の新たな観察記録が増

加するもと思われ,さらに野鳥観察者にとっては,｢バ
ード･ウオッチング｣の最適な場所になる可能性が高

いものと考えられる｡

写真2.コクマルガラス

写真4.タゲリ

写真6.ギンムクドリ
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(2)特筆すべき鳥類

a.留鳥

1)シロガシラ fyclWnOtussJ'nensjs

本種は,1976年に比嘉 (1976)によって沖縄島

糸満市米須で初確認されたもので,現在では沖縄

島北部まで分布を広げている｡本種の分類的な研

究ではタイワンシロガシラとされ,八重山諸島に

生息するヤエヤマシロガシラとは亜種が異なると

されていることから,飼育烏のカゴ抜けや放逐に

よる野生化で定着した外来種と考えられている｡

本島における定着経過については,聞き取り調

査でもはっきりすることができなかったが,おそ

らく,沖縄島から島づたいに分布を広げてきた可

能性が高い｡なお,嵩原ら (2001)によると,最

近では久米島でも本種の生息が確認され,沖縄島

周辺離島への分布拡大傾向が認められている｡

b.渡り鳥 (稀な冬鳥,旅烏,迷鳥)

1)トビ Ml'lvusm)'gTanSJineatus

2005年10月29日に,巣飼原の農耕地と粟国港近

くの海岸で観察された｡本種はごくまれな冬鳥と

して,県内各地に飛来する｡

2)ムジセッカ phyJloscopusfuscatusFuscatus

2005年10月30日に,ウ-グ近く土地改良地区北

側ススキ草原や栽培されるクロタリア (緑肥用作

物)の茂みの中で1個体を確認した｡本種はまれ

な冬鳥として沖縄県各地に飛来する｡

3)キクイタダキ RegulusreguIusjaponensjs

1998年2月15日に真鼻毛に隣接するマツ林や広

葉樹林内で1個体が確認された｡本種はごくまれ

な冬鳥として県内各地に飛来するが,観察記録は

かなり少ない｡

4)コマドリEn'd7aCuSakahL'ge

2005年11月4日に著者の一人である橋本によっ

て架死体が拾得され,同島への飛来が確認された.

某国島では1993年4月に原戸鉄二郎氏 (私信)に

よっても観察記録があり,今回の確認は2例日の

飛来確認となるものである｡

本種は屋久島以北の本州や九州,四国では夏鳥

として飛来するが,沖縄県ではごくまれな旅烏と

して通過するものと考えられ,これまで沖縄島

(大島ら,1997)や久米島 (嵩原ら,2001)などで

も観察記録が見られる｡

5)アカヒゲ Enlthacuskomadon'

2008年5月4日に森河隆史 ･貴子の両氏 (私信)

によって､1個体が確認されている｡本種は国指

定天然記念物で､環境省による絶滅のおそれのあ

る野生動植物 (レッドリスト)では､絶滅危倶Ⅱ

類にランクされている貴重種である｡最近､アカ

ヒゲの分布に関しては､男女群島や琉球列島の ト

カラ列島などに生息するアカヒゲの一部が冬季に

南下する (渡り)ことが指摘されているので (川

路 ･樋口,1989)､今回目撃された個体は､おそ

らく沖縄島に生息する亜種ホントウアカヒゲ且

k.namjyejではなく､男女群島や トカラ列島などに

生息する基亜種アカヒゲE.k.komadoL･Iの飛来 (過

過)と考えられる｡

6)キビタキFLIcedulanucjssL'nanatlCL-ssL'na

2005年11月4日に著者の一人である橋本によっ

て,♂1個体が確認された｡本種は本州では夏鳥

として飛来するが,沖縄県では夏鳥としては飛来

せず,春季や秋季に旅烏としての通過である｡

7)ハイイロオウチュウDl'crumsleucophaeus

1998年10月3日と4日に,｢西御縁｣の森林地
域でのベ2個体が,粟国島で初確認された｡本種

はきわめてまれな迷鳥として国内での記録が見ら

れ,嵩原ら (2000)によると,1996年3月に与那

国島に飛来したのが国内初記録である｡その後,

1997年の2月～3月に西表島に飛来した｡同年10

月には石垣島と与那国島で観察され,1998年3月

～4月に石垣島で再び観察された｡1998年9月に

は沖縄島北部の金武町で観察され,その後10月に

は粟国島で観察されたことになる｡したがって本

種の飛来が,粟国島でも観察されたことは特筆す
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べきことであろう｡

8)カンムリオウチュウDL-cnJtuSmaCTtKetlCuS

2006年4月30日に野鳥愛好家の宮城修氏 (私信)

によって,西区の農耕地で1個体が確認されてい

る｡本種は国内には迷鳥として飛来し,2000年4

月に与那国島での観察が国内初記録である (真

木 ･大西,2㈱ )｡その後2(X氾年5月には久米島で

も記録 (捕獲標識)され (嵩原ら,2001),最近

では2004年10月に沖縄島でも1個体が観察されて

いる (高原ら,2008)0

9)コクマルガラス CbYusmoneduladauun'cus

2005年10月30日に,コクマルガラスの淡色型1

個体を村畜産センタ-周辺で確認した.住民の話

では,本個体は同島で半年ほど前から滞在してい

るという｡粟国島では嵩原ら (1995)によって,

1994年11月27日に暗色型の飛来記録が知られてい

ることから,今回が2例日の飛来である｡また,

本種は沖縄県には冬季にごくまれに飛来する冬鳥

もしくは迷鳥と考えられているが,今回の観察に

よって越夏する例もあることが確認された｡

(3)野鳥の方言名

本調査では野鳥と人との関わりのひとつとして,氏

俗学的な側面から方言名の採録を試みた結果,スズメ

やヒヨドリ,アカショウビンなど21種についての方言

を採録することができた (表 1)｡この中にフクロウ類

として ｢マイテイクク｣と ｢マイヂクク｣の2個の方言

名が得られたが,これらはコノハズクやアオバズクな

どに当てられた方言名と考えられる｡したがって,こ

れらのフクロウ類は方言名があるように身近な野鳥の

ひとつであった可能性が考えられる｡しかしながら,

島に在住する筆者らによって調査以前の生息確認はな

されているが,本調査期間では森林依存性の高いフク

ロウ類の生息は確認できず,最近の確認でも十数年前

から確認されていないという｡このことから,現在,

森林環境の減少により,留鳥のフクロウ類が生息して

いる可能性は低いように思え,場合によっては留鳥と

して生息するフクロウ類は今日では激減している可能

性が考えられる｡また,沖縄島で一般的に知られてい

るゴイサギ (ユーガラサー)やバン (クミラー)の2

種の方言名は採録できなかった｡これらは湿地に生息

する鳥類であり,粟国で湿地が少ないことで確認され

ることが少なく,方言名がつかなかったものと思われ

る｡さらに,野鳥の方言名は,集落により若干差異が

認められたが,これらの鳥類は方言名により識別され,

人間との関わりの深い生物として認識されていたこと

が理解された｡

なお,今回の調査は短期間で,方言名の採録のみに

留めてあるため,調査はかなり不備である｡今後,継

続的な聞き取り調査を行うことで,さらに野鳥の方言

名の採集数は増加するものと考えられるが,これは今

後の調査課題であろう｡また,言語学的な比較検討に

表1 粟国島における野鳥の方言名

和 名 ))'吉名(》 )}'吉名(診 '̂Ef.@

(60代男性) (70代労作) (70代男作)-

スズメさ クラーグリー クラーグワ- ソー ミナ-メジロ ソー ミナ- ソー ミナ-

キジバ ト ホ- トクー ホ- トクーヤマポー トウ ホ- トウ-

ヒヨドリ テデイクン, ソーシヤー,シユ テデイクン (浜),

チヂクン -サ-,ス-サー チヂクン (栄)

カラス ガラシ,ガラサー ガラシ

ミフウズラ ウジラ ウジラ ウジラー

ツバメ類 マ ッチラーグワ-(炎),アマツテマ

タロサギ クロサージ シルサギ.サージ サージ

シラサギ頬 シルサージ,シルガナ

シギチ ドリ類 カモグワ- チジユイカム

首 モ類 ヒンサグ7--9"妄癌 ∈~ンサ タカ,ヒンサ

サシバ サシ/i,タカ

セツカ チンチナ-

シロチ ドリ ハマチジエイ チジユヤー

ウグイス マ ッチ リ小,チユソチユイ小 チユツチユイ小 -

イソヒヨドリ チヂクン

ゴイサギバン

アカショウビンフクロウ類 マイテイクク,マイヂクク マイテイクク クカル トウイ

カモメ頬 カモ小 チヂユイ

* 戦前は,島に/分布 しなかったという (兼浜氏私L言)｡

｢浜｣,r束｣は集落名｡
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ついても,今後の課題であろう｡

4.鳥類の保護と自然環境の保全

本村 (島)は現在,農業基盤整備事業としての土地

改良事業が進み,その結果,島の大部分が農耕地で占

められている｡他には住宅地としての字束と字浜の二

つの集落があり,前述したように,森林地域はわずか

に西の御森などの御森林に残存しているだけである｡

したがって,前述したように沖縄島の森林地域でふつ

うに留鳥として生息するようなカラ類やサンシヨウク

イ類,キツツキ類,ヒタキ類などを欠いている鳥類相

であった｡

島面積の小さな粟凶島 (7.63km2) のような島では,

島面積一種数の関係から留鳥の種数はもともと少ない

ことが指摘されている (樋口,1979)｡ただし,粟国島

とその周辺の9島における留鳥数を種数一面積関係か

ら分析した結果では,粟国島に現存する留鳥数は,種

数一面積関係からの期待値よりも多かった (中村 ･嵩

原,2008)｡

粟国島よりも面積の大きい大東諸島 (南大東島 :

30.57km 2,北大東島 :ll.94km2)では,良-の定住が

開始されてからわずか100年余りの間に,それまで島を

覆っていた森林が伐採され,大部分がサ トウキビ畑に

変わってしまった｡この過程で,ダイトウヤマガラや

リュウキュウカラスバト,ダイトウハシナガウグイス,

ダイトウミソザザイの4種 (亜種含む)が絶滅 した

(日本鳥学会,2000)｡さらに現在,同諸島では固有亜

種であるダイトウノスリの生息状況が不明で,亜種ダ

イトウコノハズクもその種の存続が危ぶまれている｡

このことから,大東諸島よりも面積が小さな粟国島

でも,大東諸島と同様に進められてきた森林改変等に

よって,鳥類の個体群が相当大きな影響を受けてきた

ことが考えられる｡ただ,大東諸島が最も近い沖縄島

より,360km雅れているのに対して,粟国島は沖縄島

よりわずか60kmであり,さらに近くに久米島,渡名喜

島,慶良問諸島などが存在する分,ここからの侵入等

があり,その絶滅をやわらげていることが考えられる｡

しかしながら,個体群からの隔離距離が短いメリット

はあっても,生息地面積が小さいことは,絶滅に対し

決定的な要因となろう｡

今日でも人為的な影響は見られる｡公園整備を行う

過程で大正池周辺の森林の一部が消失したのは,鳥類

の生息環境を保全する上で大きな痛手であろうし,自

然資源の喪失につながるものであろう｡

鳥類は食物連鎖の上位に位置する動物で,鳥類を保

護するためには,鳥類の生存をささえる多様な生物の

存在が不可欠である｡つまり,餌資源となる植物の果

実や昆虫等の小動物の生息が保証されないと,これに

依存的に生息している鳥類の生息は保証されない｡し

たがって,これ以上留鳥の種数が減少しないように,

森林の回復や保全を図り,さらに湿地や干潟等の鳥類

の生息環境を保全していくことが大切であろう｡そう

することで,島にすむ住民の生活環境を緑豊かな潤い

のある環境に整えることができ,さらには学校教育に

おける環境学習や理科学習への活用ができるであろう｡

また,最近の野外観察,とりわけ ｢バード･ウオッ

チング｣への関心には高いものがあり,粟国島で記録

された数々の飛来種には希少で特筆すべきものが数多

く見られることから,こうした情報の発信により ｢バ

ードウオッチング･アイランド｣として島を訪れるバ

ードウオッチャーの増加が期待できるものと思われる｡

そうしたニーズに応えていくためにも,積極的に植林

を進めるなど森林環境を保全し,さらには湿地や沼地

などの水辺環境の保全と創出等により,鳥類を支える

多様な生物種を増加させれば,本島がエコ･ツーリズ

ムや,島全体を博物館として位置づけるエコミュージ

アムを展開できる ｢場｣としての活用が期待でき,か

つ ｢資源｣(あるいは自然資産)としてのストックにつ

ながるものといえる｡

さらに,前述したように粟国島は島西部に白色の凝

灰岩が路頭し,他の島では見られない特異な地質現象

がみられ,独特の景観を有 している｡また,天野

(1981)によると,琉球列島では沖永良部島と粟国島だ

けに自生するヤマコンニャクや,本土では関東東海岸
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から伊豆,九州南端,屋久島, トカラ列島に分布 し,

琉球列島では粟国島にだけ分布するマルバアキグミが

自生している｡さらに沖縄島北部や久米島などに多い

イタジイヤアデク等の自生も知られるなど独特の興味

深い植物の分布も見られる｡鳥類の保全と合わせて,

こうした自然の資産が減少もしくは改変を受けないよ

うに保全し,エコツーリズムやエコミュージアム-の

活用や学校教育等への活用をさらに推進していくこと

が望まれる｡そのためには多くの村民がエコミュージ

アムを担う ｢学芸員｣としての自覚を持ち,地形や地

質をはじめ,動植物全般にわたって知識を広め,島の

自然環境について深く理解するとともに,これを伝え,

次の世代にまで残すことができるような自然環境の保

全に責任をもつことが重要であろう｡
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付 表 :粟 国 島の鳥類 目録 (2008年)

和 名

カイツブ リ｢1

カイツブ リ科

カイツブ リ

ペ リカン日

カツオ ドリ科

カツオ ドリ

学名 種別 備考 (私信等)

Tac/]ybaptusTufI'coIIISPOggel 冬鳥 ? (県内留鳥)

Sulaleucogasterplotus

PJIalacrocoraxcapj'llatus

(備 考 :アタク(り類の方言名)ジー (岩)が東海岸に所在)

夏鳥

冬鳥

コウノ トリロ

サギ科

ヨシゴイ JxobrycjZuLblSlnenluSSlnenSjS 冬鳥 (ド)

2006/4/30 (浜地区)

リュウキュウヨシゴイ IxobrycJluSClnDamOmeuS 留鳥

ミゾゴイ GorsHkI'usgol'sagl 旅烏 ･冬鳥

ゴイサギ JVyctI(,oraxnyctI(-oz･axnyctl'coz･aX 留鳥 ･ 一部冬鳥

ササゴイ BLItC'rldesstrl'atusamuzlenSl'S 冬鳥

アカガシラサギ Al･deolabacc/)us

アマサギ

ダイサギ

2006/1 (1羽),2008/5/4 (l羽)

Bubulcusl'blscnromandus

方古名 :サージャー (サギ類全般)

Fgzettaalbaalba

チュウサギ

コサギ

クロサギ

アオサギ

カモ臼

カモ科

カルガモ

コガモ

冬鳥 (R,G)

旅烏 ･冬鳥

冬鳥

BlgrL･tta7'nlermedlaJ'ntermedja 冬鳥

HgTettagal-ZettagarZCtta 冬鳥

万言名 :カーサージャー (サギ類全般)

EgrE-ttaSaCraSaCra 留鳥

ArdcacI'ncrLlajouy/ 冬鳥

AnaspoeclOrjlyCjiazoDOrJlynCJ7a 冬鳥 ? (県内留鳥)

Anasc･Z･ecca crecca 冬鳥
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ヒドリガモ Anaspenelope

2005/ll/16(5)(貯水池)

オナガガモ

シマアジ

ハシビロガモ

キンクロハジロ

タカ目

タカ科

ミサゴ

トビ

オオタカ

Anasacutaacute

Anasquel-quedula

AnascIJPeata

Aythyafullgula

Pandlonjlall'aetushall'aetus

Ml'1vusmlgTanSll'neatus

2005/10/29(1)(巣飼原農耕地)

Accl'pl'tergent1111Sfuj}-yamae

2006/5/3-5/5(若 1)(東 ･浜地区農耕地)

アカハラダカ Accl'pl'tersoloensL'S

リュウキュウツミ J4ccIPj'tez-gularl'SIWaSakl'1

(渡 り個体 ?),方言名 :ペンサー

ハイタカ Accl'pl'ternl'susDl'soslml'll'S

ノス リ Buteobuteojaponl'cus

サシバ βutastuz･lndl'cus

チュウヒ CIzICuSaeTugJnOSuSSPIIInotus

ハヤプサ科

ハヤブサ FalcoperegTl'nusjaponensls

チョウゲンボウ Falcotl-nnunculusl'nterstlnCtuS

アカアシチョウゲンボウ Falcoamurensl'S

ツル目

ミフウズラ科

ミフウズラ Turnz'xsuscl'tatorok1'naT'enSl'5

万吉名 :ウジラ (漢)

クイナ科

リュウキュウヒクイナ

シロハラクイナ

バン

オオバン

チ ドリ日

夕マシギ科

タマシギ

PoJ-Zanafuscaphaeopyga

J4mau1-OZIDl'sphoenl'curuscJu'nens1-s

Galll'nu18CJllo1-OPUSlndlca

FullCaatZ･aatra

鳥

島

島

島

冬

冬

冬

冬

冬鳥

冬鳥

冬鳥

旅烏

留鳥 (繁殖未確認)

冬鳥

冬鳥

旅烏 ･冬鳥

冬鳥

冬鳥

冬鳥

冬鳥 (まれな迷鳥) (B)

留鳥

島

鳥

鳥

島

留

留

留

冬

Rostratulabenghalensl'sbengJlalensl'S 留鳥/冬鳥 (繁殖不明)
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チ ドリ科

コチ ドリ

シロチ ドリ

メダイチ ドリ

ムナグロ

ダイゼン

タゲ リ

シギ科

キョウジョシギ

トウネン

(訪aradTl'usdubl'uscuz･Onl'cus

CJ73radTl'usalexaDdTl'nusDljlOnenSIs

a7aZ･adzllusmongolusstegmaJ7nl

Pluvl-ailslulva

PIwl'all'ssquataTOla

Vanellusvanellus

Az-enaz-1alntezpz-esIDteTPreS

Call'drZ'srufl'colll'S

ヒバ リシギ CalldTl'ssubmlnuta

ウズラシギ CalldTl'sacuml-nato

2006/5/2(東地区農耕地),2008/5/6(1)

ハマシギ CaljdzlJ'salplnasakhall'na

ミユ ビンギ CTOCetJll'aalba

エ リマキシギ Phllomacbuspugnax

アカアシシギ Tl･1'ngatotanusussuTlensl'S

コアオアシシギ TTl'J7gaStagnatj'll-S

アオアシシギ TI-1'nganebulaz-1'a

クサシギ 7hngaochropus

タカブシギ TTL'ngagIareola

キアシシギ //etez･oscelusb1-eVIPeS

イソシギ Actltl'shypoleucos

ソリハシシギ Xenuscl'nez･euS

ダイシヤクシギ Numenl-usarquataorle/7talj'S

チュウシヤクシギ Numenl'usphaeopusvaTl'egatus

2006/5/2(浜地区),2008/5/5(1)

コシヤクシギ Numenlusml-nutus

2006/5/2(浜地区)

ヤマシギ Scolopaxz･ustl'cola

タシギ Calll'nagogalllnagOgalllnago

チュウジシギ CalllnagOmegala

2006/5/2(浜地区)

セイタカシギ科

セイタカシギ

ツバメチ ドリ科

ツバメチ ドリ

鳥

鳥

鳥

鳥

鳥

鳥

冬

留

冬

冬

冬

冬

白雨

白帯

白雨

白雨

旅

冬

冬

冬

(A)

Gi"相川■用い

冬鳥

旅烏 ･冬鳥

旅烏

旅烏 ･冬鳥

旅烏 ･冬鳥

旅烏 ･冬鳥

冬鳥

冬鳥

旅烏

冬鳥

旅烏

旅烏

旅烏 ･冬鳥 (G)

旅烏 (まれ) (E)

冬鳥

冬鳥

冬鳥

NL'mantopushlmantOPuSJllmantOPuS 旅烏 ･冬鳥

GlaJ.Colamaldlvarum
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カモメ科

ユ リカモメ

ウミネコ

クロハラアジサシ

ベニアジサシ

エ リグロアジサシ

コアジサシ

Larusrldl'bundus

Laruscz･8.51Sl'1-0Strls

Sternahybrl'daJaVanl'cus

Sternadougalll'1'bangsI

Sternasumatrana

Sternaalbl'fronsslnC･nSIS

2008/5/5(1)

島

島

鳥

島

民

島

冬

冬

旅

夏

真

夏

ハ ト目

- ト科

リュウキュウキジバ トStreptopeIIaorI'enta17Jssll'mpsonIJ 留鳥

ズアカアオバ ト SpjlenuruSlormosaepet-magnuS 留鳥

ベニバ ト

カッコウ目

カッコウ科

ホ トトギス

カッコウ

St1-ePtOPell'atraDquebarl'ca 迷鳥 (稀な冬鳥) (A)

Cuculuspoll'ocephaluspoll'Ocephalus 旅烏

Cuculuscanorus telephoJ7uS 旅烏

2008/5/5(1)

フクロウ目

フクロウ科

コミミズク As1'oflammeusflammeus

リュウキュウコノハズク OtuselegnselegaDS

(G)

冬鳥

留鳥 ? (繁殖未確認)

リュウキュウアオバズク Nl'noxscutulatatotogo 留鳥 ? (繁殖未確認)

アマツバメ目

アマツバメ科

- リオアマツバメ Hl'rundapuscaudacutuscandacutus 旅烏 (I))

ヒメアマツバメ Apusa171'Dl'ssubfurcatus 旅烏

アマツバメ ApuspaCl'fl'cuskurodae 旅烏 (D)

ブッポウソウ目

カワセ ミ科

ヤマショウビン Halcyonpll1eata

2006/5/3-5/5(1)(浜地区農耕地),2008/5/6(1)

旅烏まれ

リュウキュウアカショウビン IIalcyoDCOL-0mandabangsl' 夏鳥

カワセ ミ AIcedoattJIIsbengalensl'S 留鳥

(G)
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ブッポウソウ科

ブッポウソウ EuTYStOmuSOrl'entallSCalonyx 旅烏まれ (D)

ヤツガシラ科

ヤツガシラ L/pupaepopssatuz･ata 旅烏 (まれ)

スズメ目

ヒバ リ科

ヒバ リ Ca/andz･ella arvensl'S_}'aponl'ca 冬鳥 (まれ)

ツバメ科

ショウドゥツバメ RIPaZ･llarJ'parJ'aljl'mae

ツバメ IIJ.rundoJ･UStlcagutturalJs

リュウキュウツバメ Jll'rundotahlt)'canaml'yel

コシアカツバメ 〟11-ul7dodaurl'cjaponl'ca

セキレイ科

ツメナガセキレイ Motacl'113flava tal'vana

キガシラセキレイ Motacll11acI'tz-Colacl'treola

2008/5/5(雌 1)

キセキレイ Motacl'11acJ'nez･eaZ･obusta

ハクセキレイ Motaclllaalbalugens

ホオジロハクセキレイ Motacl'11aalbaleucopsl'S

タイワンハクセキレイ Motacl'11aalbaocularis

2005/ll/15-ll/17(5)(東地区農耕地 ･浜地区農耕地)

島

島

島

鳥

旅

旅

留

旅

旅烏

旅烏

冬鳥

冬鳥

冬鳥

冬鳥 まれ

(G)

マ ミジロタヒバ リ Anthusnot,aeSeelandlaeslrnenSIs 冬鳥

ピンズイ Anthushodgsonjhodgsonl 旅烏 ･冬鳥

ムネアカタヒバ リ AntJluSCert,JnuS 冬鳥

タヒバリ AntJluSSPJ'nolettajaponl'cus 冬鳥

サンショウクイ科

アサクラサンショウクイ CoraclnamelascJll'stosl'ntez･med1-8 旅烏 (まれ) (F)

2006/10(1)

サンショウクイ Perlcz･ocotusdl'varl'catusdl'varl-catus 旅 ･冬鳥 (A)

リュウキュウサンショウクイ PerICrOCOt〟SdlVarl'catusLegl'mae 留鳥 ? (漂鳥) (A)

ヒヨドリ科

リュウキュウヒヨドリHypsl'petesamauTOtl'sprYerl

タイワンシロガシラ Pycnonotussl'17eDSIsformosae

留鳥

留鳥 (外来種)
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モズ科

モズ

シマアカモズ

Lanl'usbucephalusbucephalus

Lanluscrlstatuslucl'onensl'S

レンジャク科

キ レンジャク Bombycl111agarrulouscentralasl'ae 冬鳥 (まれ) (C)

ヒレンジャク Bombycl'11ajaponl-ca

2005/ll/15(1) (大正池付近)

ツグミ科

コマ ドリ Ez･1'thacusakaJu'geakajll'ge

2005/ll/15(1)

アカヒゲ

2008/5/4(1)

ノゴマ

ル リピタキ

ジョウピタキ

ノビタキ

イ ソヒヨドリ

アカハラ

シロハフ

マ ミチャジナイ

ツグミ

Erl'thacuskomadorl'homadolll

Ez･Ithacuscallz'ope

Tal-SlgeZ-CYanuL.uSCyanuZ-uS

Phoenl'cuzluSaurOleuSau1-OTeuS

Saxl'colatol･quatastejnegez･1'

MontlCOlasoll'tarl'uspJu'IJPPenSIS

7Turduschrysolauschrysolaus

Tuz-dusp8111-dus

Turdusobscuz･us

2005/ll/16(1)(洞寺公園付近)

TuTdusnaumannleunomus

ハチジョウツグミ TurdusDaumannlnaumannl'

ウグイス科

ヤプサメ Cettlasquamelceps

ウグイス Cettladl'pJIOne

チ ョウセンウグイス Cettl-acantuTlans

エゾムシクイ

ムジセ ッカ

キマエムシクイ

キクイタダキ

セ ッカ

方言名

ヒタキ科

キビタキ

Phylloscopusborealoldes

Phylloscopusfuscatusfuscatus

J%ylloscopusl'norllatuS l'nornatus

Regulusz-egulusJaPOnenSl's

CIstlcolajuncldl'sbz-unnl'ceps

チンチナ-

Fl'cedulanarclssl'nanarcl'ssIna

2005/ll/16♂ ･♀各 1羽 洞寺公園付近

冬鳥

旅烏

旅烏 ･冬鳥(?)

島

鳥

島

島

島

民

島

島

冬

冬

冬

冬

留

冬

冬

冬

島

島

J
･,.

i
,;

冬鳥

冬鳥/留鳥 ?

冬鳥 (C)

冬鳥

冬鳥

冬鳥

冬鳥

留鳥

旅烏まれ
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オジロピタキ

オオルリ

エゾピタキ

コサメピタキ

2008/5/6(1)

サメピタキ

FIcedula parvaalblc1-1ja

Cyanoptl'13cyanomelana

Muscl'capagrl'selstl'cta

Muscl'capadauun'cadauurlca

Musclcap∂ 51-bl17Ca Slbl-rlca

鳥

鳥

島

鳥

鳥

冬

旅

旅

旅

旅

カササギヒタキ科

リュウキュウサンコウチョウ 7brpsl'phoneatJ10Caudatalllex 夏鳥

メジロ科

リュウキュウメジロ ZosteTOPSJaPOnl'cusloocjlOOenSl'S 留鳥

方言名 :ソー ミナ-

ホオジロ科

シロハラホオジロ

ホオアカ

コホウアカ

カシラダカ

キマユホオジロ

ミヤマホオジロ

ンマアオジ

シマノジコ

アオジ

Embez･1'zatrl'stz･aml

EmberJZafucalafucata

Emberl'zapusllla

Embe1-1zal･uStl'calatlfascl'a

EmberlZaChrysophz-ys

Emberl'zaelegaDSelegans

EmbeJ･lZaaureoleol･nata

Emberl'zarutlla

冬鳥 (まれ)

冬鳥 (まれ)

冬鳥 (まれ)

冬鳥

冬鳥 (まれ)

冬鳥

冬鳥 (まれ)

冬鳥

2008/5/6(1)

Embel･lZaSPOdocepjlalapersonata 冬鳥

シベリアアオジ

ア トリ科

ア トリ

マヒワ

コイカル

イカル

シメ

ハタオリドリ科

スズメ

Ember)'zaspodocephalaspodocephala 冬鳥 (まれ)

Frl'ngl-Ilamontl'fl･1'ngllla 4,a

calduellsspL'nus 冬鳥

EophonamlgTatOrl'aml'gTatOrla 冬鳥 (まれ)

Eophonapersonatapez･sonata 冬鳥

coccotJIZ･auSteSCOCCOtJtTauSteSjaponl'cus 冬鳥 (まれ)

PasseTmOnlanussatu1-atuS

ムク ドリ科

シベリアムク ドリ Sturnusstuz-nl'nus

2007/1/12(1)

留鳥

冬鳥 (まれ)

(A)

(G)

117



｢地域研究｣5号 2009年3月 (二重 垂 垂〕

コムク ドリ StuzIDuSPh111-ppensI'S

ホシムク ドリ StuTnuSVulgaTl'spoltaTatSkyl'

ムクドリ Sturnuscl'neraceus

ギンムクドリ Sturnusserl'ceus

2005/ll/5(5)(大正池付近)

オウチュウ科

ハイイロオウチュウ DIcl･uZ･L/Sleucophaeus

オウチュウ Dl'cz-uruSmaCrOCeTCuS

カンムリオウチュウ Dl'cTuruShottentotus

2005/4/30(1)(西地区農耕地)

カラス科

コクマルガラス Coz･vusmoneduladauurl-cus

ミヤマガラス CorvusfTuglleguspastlnatozl

旅烏

冬鳥 (まれ)

冬鳥

冬鳥 (まれ)

迷鳥

迷鳥 (B)

迷鳥 (氏)

迷鳥

冬鳥 (まれ)

リュウキュウ-シブ トガラス Coz･vusmacz･01-byncJwsconnectens 留鳥

方 言 名 :ガ ラ シ , ガ ラ サ ー

備考

1.本目録は宮城 (1997)の目録 (A)を基本にして,その後,本調査で確認された種や島に

訪れた観察者等の記録を追加 して作成 したものである｡

2.目録は和名,学名,種別 (留鳥 と渡り鳥の別),確認地,個体数,確認期 日,文献,方言

名等の順 とした｡

3.和名 と学名の扱い及び順序は, 日本鳥学会 (2000)にしたがった｡

4.観察記録の一部には,宮城 (1997)(A)以外に,以下の各氏による観察記録を私信 とし

て掲載 した｡新城公次氏私信 (B),田村常雄氏私信 (C),宮城国太郎氏私信 (D),

宮城修氏私信 (E),天野洋祐私信 (F),森河隆史 ･貴子私信 (G)0
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